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要 約

単独 で提示 した とき点滅 して見 える検査 刺 激TS(teststimulus)が 、近接 して提示 され

るい くつかの便乗刺激ES(entrainingstimulus)の 作 り出す仮現運動 に誘導 されて運動 して

見 える現象 を便乗 運動 とい う。本研 究で は、2つ の フ レームか ら成 る刺 激 デ ィス プレイを交

互 に提示 す ることによって便乗運動 を生起 させ 、14名 の実験参加者 に便乗運動 の良 さ を評価

させた。実験1で はFigure1の ように、同 じ円形 のTSとES及 び、長方形 の遮蔽刺激OCL

(occluder)を 第1フ レームで提示 し、第2フ レームでは、OCLは 固定 した まま、TSを 削除

し、縦 方向 に圧縮 した楕 円形 のESを 右 水平 方 向 に同 じ距離 だけ移 動 した位 置 に配置 した。

実験2で はFigure3の ように、2つ の フ レーム問でESの 面積 を等 しくした まま、形 を変化

させ た。実験3で はFigure5の ように、爽 角 の異 なる2つ の不 等号記号 に似 た図形 を用意

した。 第1フ レー ムで は爽 角120° の図形 をTS及 びESと して提示 し、 第2フ レー ムで は

爽角70° の 図形 をESと して提示 した。OCLを 実験条件 と して、NO(nooccluder)、OBL

(oblong)、PTR(portrait)及 び、SQR(square)あ るい はRCT(rectangle)の4条 件 を用

意 した。実験結果 よ り、便 乗運動 はESに 誘導 されて形 を変化 させ なが ら生起す る もの と結

論 した。

心理学は心的活動を含む人間の行動 を明 らかにするとともに行動 を予測することを目指す

学問である。行動の予測は人間の要因と環境の要因によって行われると考 えられている。人

間の要因とは、その人の身体の大小、健康状態、障害の有無等の身体的な条件、知能、性

格、過去の経験等の心理的な様々な条件 を含 む要因である。環境の要因とは、その人の置か

れた物理的な環境そのものではな く、その物理的環境を元にその人の創造 し、理解 した心理

的環境の要 因である。心理的環境の有 り様 を研究す るのが、感覚や知覚の研究領域である。

視覚における感覚や知覚の研究においては、対象の色、形、大 きさ、方向、奥行 き、運動等

の成立メカニズムを明 らかにすることを目指す。本研究は、外界についての視覚的な環境の

理解の内、運動の視知覚に関わる。
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